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る地域集団が多様化した□このような状況において，地

域集団論を，従来からの'ＩＩＪ内会を中心とする地域集団に

加えて，これらのヴォランタリー・アソシエーションを

含んだ理繊的枠紐みへと広げる必要があると考えるから

である。

第二に，上述した地域集団とヴォランタリー．アソシ

エーションは日常的な災川であるが，そｵ'らの災団と連

動団体とのUU係について，ネットワークの考察を位置づ

ける。１９７０イド代あたりまで激しく肢|)Mした住民運動に

ついて，今L１，停滞的な評(IIiがなさｵ,ている。その評価

について検証するために，述勅について，地域社会の日

常的なレベルに垢ける価値・規iiiuの変容との関連から考

察する必要があると考えるからである。それは，また，

今１１，H11iljにおける連動について過)Uされることの多

い，「新しい社会巡助論」のアプローチにも必凧要な視点

であると考える。

第三に，F1ifi体行政の|:E比参力Ⅱ力式への参りⅡ集団と非

参加集団との関係について，ネットワークを位置づけ，

１．問題の所在

今日，運動論的なアプローチや集団論的なアプローチ

1二おいて，ネットワークという用語がキー・ワードとし

て提出されているように思われる。そこで，本諭では，

ネットワークを，地域社会を考察する視御jとして，位置

づけを試みたいと考える。地域社会への視角としては，

都市社会学における地域集団論と住比巡llM11論をとりあ

げ，それらが確保してきた論点を整剛し，双〃のアプロ

ーチの抱える今Ｈ的課題に，ネットワークという視角を

位置づけることとする。以下の三点から拶察を進めた

いｃ

第一に，地域蠣剛とヴォランタリー・アソシエーショ

ンとの関係について，ネットワークの考察をIdLIlVtづけ

る。地域集団,術は，これまで主にlllJlAI会iiiIiとして峡I)Hさ

れてきた。しかし，特にl970fl:代以降，IVii杣，教育，

文化・レクリエーション，消費などに係わるヴォランタ

リー・アソシエーションが形成され，地域社会を構成す
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といえよう。ヴォランクリー・アソシエーシコンは，例

えば，，｢6橋が，地域社会の緒集団について，「地域集団」

とは別に大分類した「教養集団」が相当しよう。「地域集

団」とは，町内会，締人会，子供会，消防団，防犯協会，

などであり，「教鎚集|』」とは，Ｉ'j年学級，鮒人学級のよ

うな「社会教育集団」や，サークル・クラブのような

「体育集団｣，「趣味・娯楽集団｣，「社交集団」などであ

る。これらの「教養集団」は，「地域集団」とともに地域

生iiliと関連が深い災ＩＪＩでありｌ１ｎｊ橋，19801,ヴォランタ

リー・アソシエーションの形成は，地域生活に係わる生

活要求が，環境研偏祉，教育，文化・レクリエーション，

消Il1fなどについて多様化し411活要求の充足をめぐっ

て、Ⅱ〔ljl間において機能的な分化が進んでいることを意

味しているといえよう。このような点から，地域集団論

は，これらのヴォランタリー・アソシエーションについ

て，その射程を広げることが課題であると考える。

ここに，集団問のネットリークという視角を位1魁づけ

ることがｲｲ効であると考える⑩。まず，地域社会の構成

に係わる視点についててある。集団間のネットワーク

は，分化した集団|H1において，相互に，生活要求の充足

に係わる機能補完的な関係が形成されている状態である

ということができよう。それは，多様化した生活要求を

一元的に媒介するものではないが，生活要求を部分的に

共ｲjL媒介する集ＩＩＩ群が形成されたことを意味しよう。

ネットワークという視点は，多傑化した諸集団を，生活

要求を共有する集ﾄⅡ群に分類し，その社会的な背景の説

lﾘ|を射鯉とすることによって，地域社会の構成について

考察することを射ﾄﾞ1,1とするものであるI)。

次に，地域社会の変動に係わる視点についてである。

ネットワークは，地域社会を璽層的，排他的に，構成し

ている状態において，別の集団がネットワークの構成集

|]|として加わったり，ネットワークの職成集li1が離脱し

たりする形で，変容するものであるといえよう。例えば，

新しく形成されたヴォランタリーな集団が，従来からの

町内会を中心とするネットワークに包摂され，そのネッ

トワークの範囲が拡大されたり，１１１J内会を中心とするネ

ットワークとば別のネットワークが形成されたI)という

よう|こである。このようなネットワークの変容を捉える

ことによって，地域社会の変動を捉えることを射程とす

ることができよう。

このようなネットワークの形成や変容は，集団レベル

に超凶するものであるから，ネットワークという視角

を，まず，地域集1:１１が多様化し，考察対象をlHJl人Ｉ会で

「代炎」することが|付雌である状況において，地域集団

7６

地域化il1iやI|丁民生活に係わる迎１１M）M1繩の組織化過租とし

て，ネットソークを考察したいと考える。

２．地域社会と地域集団

（１）地域集団論の射程

地域社会研究として地域集ljjllilIiiを捉えると，地域４１団

論は，次にあげる二つの点を前提として考察が進められ

てきたということができよう。まず，地域社会が，地域

住民の生iIi欲求を媒介する，ｕ,Air的な諸集団によって構

成されているという点である｜菊池，1973]・家族ll4lJ1，

地域集団，職域集団等の各種の紺集団の中で，地域集団

論は地域生活に関連の深い地域卿Ｊ１を考察することによ

って，地域社会の考察を９１程としてきた。次に，地域集

団の中でも，主に町内会が考察の対象とされてきたとい

う点である。町内会は，「地域社会を組織単位とし，そこ

に居(l貝する佐民で一定の資格を持つ者ならば，全11が加

入することを期待されもしくは強ililIされる集IJI」｜菊池，

1973,1)11.133-134］とする規定に兄られるように，地域

生活に係わる欲求を一元的に媒介する集団とされている

といえよう')。地域集剛総は，これまで主にHlj1ﾉﾅ会を考

察の対象とすることによって。地域社会の考察を９１秘と

してきた。

上の二つの点を前提とすることによって，地域集団論

において提起されている璽要な論点は，集団の変群を捉

えることによって地域社会の変動を射縄とするという点

である。例えば奥田は，都ilj化による地域住民牌の変化

を背景として，住民意識のタイプ分けを行い，mjili化の

進展した地域it会における「I1il戎モデル」を起点とする

二つのパターンを提示している｜奥}11,1983a，ｌ).Ｍ１・

一つは．「個我モデル」から，伝統的な「『地域社会』モ

デル」へと「自然過程的（状況適応的）社会化」をする，

｢回ｌＷｌ」的な変容パターンであり，一つは，「『コミュニテ

ィ』モデル」へと「述1111過mI1的（状況変｣'if的）社会化」を

する，「変革」的な変容ペターンである。これについて，

菊池が町内会の主な担い手層に注【Ｉして行った集団瀬型

を対応させれば，前者は，「新中１１M刷型地域集ＩＪＩ」から

｢伝統型地域蝶団」への「lullm)」的な災団変容，後例は，

｢新中Ｉ１１ＩＩＶＩ型地域集団」から「コミュニティ型地域災団」

への「変革」的な集団変容ということができよう”。

（２）地域集団論の課題とネットワーク

ＩＨＩ内会を主な考察対象としてきた地域集団紬は，地

域社会を考察の射程とするものとして捉えた場合，１９７０

年代以降のヴォランタリー・アソシエーションの形成と

いう集団レベルの地域社会の変化に対応を迫られている
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の個別的な考察と地域社会の考察とのＭＩｌＩ介inな視角とし

て位置づけることができよう。

後洲の文脈において似'Ⅱ!~1は！〕ili1IMI過iJ11におけ.る集団

形成について，「'１常媒体組織との迎繋〕u｣，「|]7i《媒体

組織からの離脱＝独立型｣，「Ⅱ常媒体組織の強化＝再編

ｊＩＵ」という三つの型に分類している’似''1日’19761。

｢['常媒体組織との連繋型」は，日常媒体組織である町

内会などの地域集団との関係を確保しつつ，運動が展開

ざＩ'る鳩合であ'Ｌこれは運動のⅡ的とする新しい法．

規範と地域蝿ＩＪＩのもつⅡ常的な価Iil1(規範との距離が比較

的小さい場合である｡一方，「ロ常媒体組織からの離脱

＝独肱型」は，ju1li1jの「先端部分」である始1IMj雌Ⅱ1が日

常媒体組織を母胎として形成され，そこから「離脱＝独

立」して新しい集団（＝住民運動団体）を形成する場合

である。これは運動の,二,的とする法．規範と、常的な価

値・規範とのM{i雛が比較的大きい場合である。「,,常媒

体組織の強化＝再編型」は，主に農村地域,こみられる事

例とされるので，ここでは触れないこととする。

「臼的i伝換'０'｣，「発展尚揚期」の(]：比jiH1li,)は，「,,常媒

体組織からの離脱＝独立型」を特徴としていた。その運

釛の｣':['常｢Iりな性格から，次第にjiIhIMⅡ,的が｢,常的な組

織・機関にjiM解され，「,術的な制度や災[Ｉ,規範へと変化

する過径について，公共政策との関係では，自治体への

住民参D11論としてのテーマ化されたのに対して，地域集

[nとの|則係では，運動論的なアブ｢】＿チからは十分にテ

ーマ化されていない。

また,今'１’ｊＩ１境,向齢背・障寄１，,rⅢ(祉〆数f７．文化，

ｌｌｗＩｆ，ジェンダーなどのテーマに係ﾙﾌる迎助へのアプロ

ーチとして，「新しい社会運動論」が適川されているが，

そこでは，通1ＩＤが都市を構成する日常的な諸集,Ｊ１や，そ

の変容と|兇|巡づけて論じられることはあまりないように

思われる。これは，運動が当鴬者たちにとどまらず，ど

のような蒲lISlJ1を包摂することができたか，すなわち都

TIjや地域ﾈﾋﾞ'2会を''ﾎﾟ成するどのような部分が変ザルたの

か，というような運動についての評,,,,iを暖昧にしている

と考える。

このような点から，地域雌団'iiiから,),,起された，集団

変容をめぐるⅡ術的な地域集団と運1,i1jlH体とのネットワ

ークという視角が,住民運動論や「新しい社会述動論」

などのjui1lMjlMii的なアプローチにとっても必､要て鶴あるとい

えよう。iiijIWi:で述べたように，地域鵬,J,の変容という論

点'よ’集団llllのネットワークという視↑fjを媒介として，

地域社会の礎１１i'を射程とするものである。よって，運動

論的なアプローチの課題である連1,i》の,,7,↑化という論点

は,喋団変容という論点を媒介することによって，地域

社会の変動を射程とする視角となるといえよう。

３．地域社会の変動と住民運動

（１）地域集団臆と住民運動

地域集団論から提出された，集団変容から地域社会の

変動を射樫とするというアプローチは砺典である。しか

しながら，その論点は，地域社会としては「『コミュニテ

ィ』モデル｣，集II1緬型としては「コミュニティ型地域雌

団」の「地域社会内での普jlIi化」l奥H１，１１)83b,I〕､８８１と

いう方向に還元されてしまい，「回帰」的な集団変容と

｢変革」的な集団変容への「分岐」という論点が，十分に

展開されなかった。

ここに，中田が提起している「生活地自治体」仮説

[中田，19801を位ＩＩＴづ|ナることが有効であろう。「生活

地自治体」とは，地域社会をIlMil此する唯礎的集団として

位置づけられ，一ﾉﾉでⅢＪ１｣'1会が保持していた「地域櫛ｌｌｌ１

機能」を確保しつつ，コミュニティ同１体の非所有者・利

用者による対自的な地域管理志向と，化民jMI勅のもつ変

革志向を共存させる集団モデルである。伝統的地域集団

としての町内会が，運動的な性格の集団に変容するとい

う仮説を提示し，その集団変容のダイナミズムとして，

コミュニティ団ＩＩｆ，住民運動|了j１体とのlllll:作１１１が提起さ

れている。

ここで，ネットワークという視角を，I1Wiilりな地域！（

団が「変iIlk」（|りな力lhjへと変容する「分lllklをめぐるiilli

点として，日常的な地域集団と運動団体とのhli完的な関

係を捉える視角として位置づけることができよう。さら

に，この論点は，次節で述べるような(MCjik1肋諭の課題

に対応するものである。

（２）住民運動輪の課題とネットワーク

住民j､助についてlIl本は，１９５５イl式を「'11&党と資本が

太いパイプで結ばれ，戦後国家独占資本｣ｪ茂体ilill」すな

わち「５５年体iliIl」の確立した時期として１１１座であると

し，住民連動研究の'１１発点としている。１９５５iＩﾕを起ﾙﾊﾟと

して，１９５５年から１９６３年までを「戦後住民運動の麹ｋ

期｣，１９６４年から１９６９年までを「質的転換期｣，１９７０ｲ|ミ

から１９７５年までを「発展向揚期｣，ｌ９７６ｉｌＺｕ降を「停

滞減少期」というように，四つの時』Uに分をしている

[山本，19801。「蘭的転換期｣，「発展高揚101」にｵｹﾞける住

民運動｛よ，次噺で述べるような公共政餓との|則係Iこおけ

る非日常性という性格と，地域集刷とのＩＮＩ係におけるJIK

日常性という性格との二つの文脈を含んでいると考え

る。
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は，この梁Ⅱ|から「離脱」し，別のlMlを新たに形成す

ると考えられる。ここで，他の構成【lの価値・規範と中

核集団のjJI1念との距離が縮小し，ネットワーカーとして

の''１核集１１１が，他の構成員とが緊張しつつも，既存の集

岡内に共存することのできる条件として，運動が日常化

されていることをあげることができよう5)。

（２）組織化過程とネットワーク

１１上のような形で，ネットワークの考察を，集団論的

なアプローチと運動論的なアプローチとを連接させる部

分に位ｌｒｌづけることによって，集lJIiili的なアプローチか

ら提起された，住民運動の運動性の持続を確保するよう

な「内発的な『組織』モデル」｜奥H１，１９８０，ｐ､２８６１を構

成するという,澱題を射程とすると考える。つまり，ネッ

トワークの考察は，運動組織の組織化を射程とするもの

であるといえよう。

jilhIil組織のiI[織化という視点から，ネットワークを，

２１：iFiクラプノＩｉ協の組織にDMする事例研究と関連させるこ

とが有効であると考える`)。生活クラブ生協は，市民運

動・梢費者運jMlを展開する過程において，以下のような

組織化が展開された|成寓，1988]・市民運動グループと

共同購入活動を行う主婦グループとのネットワーク的な

ＩＨＩ係を起点とし，市民運動・消費者jiKlMlの理念を体現す

る｢'１核集団が｣苫部団体化しつつ，一方では多元的に形成

される主婦グループを「班」として下部団体化，内部化

するというものである。ここから，ネットワークを，運

!'DII過Wi1においてフォーマルな組織化を腱望しうる，組織

化の過渡的・中間的な形態として捉えることができよ

う。

ここで，Ⅱ常的な集団と運動団体とのネットワークに

ついて次のようlこいえよう。日常的な集団にとっては，

jiZiMlの内部化であり，運動団体にとっては，運動の持続

I'|ﾐを(ｉｉｉ仰する細織的要素の連接化である。通勤過程とし

て捉えると，ネットワークは，１１術的な地域集団から

｢離脱＝独立」して形成された運動団体が，日常的な地

域集団と補充｢ﾙな関係を形成しつつも，多様な地域集団

を内部化してフォーマルな運動組織として組織化しえな

い状態であると考えることができよう。しかし，それは

必ずしｲ>通勤が停滞的であることを蔵味するのではな

く，地域社会を構成する－つの迩助的な性格をもつネッ

トワークの核としての意義をもちつつ，生活要求を組織

化Ｌ，持統的な運動の腱Ｉ)Hを可能とする組織形成のため

の，一つの過渡的・危機的対応の形態であると考えるこ

とができよう。

４．地域集団の変容と住民運動

（１）地域集団と住民運動の組織論的考察

ここで，地域集団論から提起された染ＩＪＩ変沸という論

点と，住民運動論から提起された住民運1IillのⅡ常化とい

う論点を接合的に考察することが課題として提起されよ

う｡この課題について，組織論的な視ﾊﾟﾊﾟから考察を進め

るｏ

佐藤は，ヴォラソタリー・アソシエーションの集IJI織

造について，「liItl'W・主体的次組織内の小典lJIとしての

中核集団と，この''１核的なメンバーを含む集団の樵成員

全体の集合的・協同的な関係という，大きく二つの要素

に分けている。前背は集団の運動的要素とされ，後r荷は

集団の組織的要素とされ，図式的には，集ｌＪｌは，述鋤的

要素と組織的要素というアンピヴァレソトな要素が共存

している柵造として捉えられる。そして，’'１核集ﾄjlのjiE

動的な'1子格が強い集団を「理念主義的アソシエーショ

ン｣，反対に中核集ｌｌ１の運動的な性格が１１$)〈組織的要素

が強い集団を「Ilill度的アソシェーション｣，そのjMl動的

な性格と組織的要紫が共存している集団を「要求突風的

アソシエーション」としている［佐藤，1982]･地域集団

論から提起された集団変容を，このような集団構造の変

容をともなった緬珊間の移行という視川(から考察するこ

とができよう。

この災'111$Ⅲ造の変容は，組織環境とのコンテインジェ

ント（c()１１tingel1t）な関係において腿Ⅱ１１されるl加纏111｢，

1981］ものといえる。これに，中核集1J1を位腫づけると

次のようにいえよう。組織環境に対して「変革志向」が

強く非制度的である場合，集団構造内における中核災剛

と他の構成員との緊張関係が強くなり，反対に組織環境

との「ﾄﾞﾙ完志向」が強く制度的である場合，集団構造内

の緊張UM係はﾘﾘ〈なる。ネットワークは，リミｌｉＩｌ榊造の変

容と組織環境とのこのような関係について，特に「組

織連関」（inter()rganization）に注ＩＩＬ土もの｜片桐，

19821であるといえる。

ここで，日常的な地域集団の変容と巡勅の日常化との

関係について次のようにいえよう。集団変群は，「|'核集

団と他の榊成11との緊張関係が弱かった集I5flの1ﾉ1部に，

運動団体と補完的関係をもつことによって巡動的性桁の

強いＩ'１核雌団が形成され，「'１核集団と他の櫛成tlとの緊

張関係の域い災｢1111W造へと変容する過j11,1である。また，

集団枇造がそのように変容する際に，迎１１Ｍ１的性格をｲNiび

た中核集l訓のFI1念と，他の構成員のmliII(・規範との距離

が大きい場合，迦勤団体と補完的関係にある中核集団
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か?)，ということについて検証する課題が提起されてい

るといえよう。地域集団論・住民運動論との関迎でいえ

ば，住民参力１１方式が，今｢１，１１&定的な範UHにおける住民

参力Ⅱとして職能しながらも，参加集団としての地域集団

や住民運動団体が，この限界を超える迎釛的な性格を確

Ilkしているのかどうかという点について検証するという

孤題である。

この課越については，地域集団論における1111円会の

｢１１ミカ機能」の考察や，従来の化民参加論のように，住民

参力Ⅱ方式への参加集ＩＪＩの糸を４１樫とし，地域社会に参加

雌|J1と共存する非参り'１集団を』l程ﾀﾄとする枠組糸では不

十分であると考える。上述してきたネットワークという

;視点を，住16参加方式への参加集団と非参加集団の関係

について位Irtづけることによって，以下の点を射緑とす

ることができよう。

今日，地域社会は，環境，福祉，教育，文化，消費な

どといったテーマや’１１常的な地域集lJlや連動集団とい

った運動的な性格という点で，多様な地域集団が形成さ

れているが，まず，地域社会において，このような多様

'''１をもちつつ多元的に形成さ')している地域集団の''１で，

どのような柴岡群が，参加集団}こ媒介された事実上の参

力'1災団となっているのか，またlljl時に，どのような柴岡

群が''１F実上，住民参加方式から排除されているのかとい

う点について検証することである。そして，このような

作lG参ﾉ１１１１ﾉJ式へと媒介される集団群について，地域生

活・市民生活に係わる今日の行政参加的な住民参加の枠

組象を，政治的なレベルまで1111し'二げることを可能とす

る，運動組織の組織化過程という視点から検証すること

である。

５．住民参加とネットワーク

さらに，ネットワークを，住民運動論のもう一つの文

脈である住民参力l11iiliの流れに位rlづけて考察を進めた

い。

住民運動の重要性が提起されたのは，「質的転換期｣，

｢発展,iM揚期」において，「住民諸|M'1隅の、１１ｹ的活動＝リミ

践の総体性」を解体しつつ，都市空間を「一層重化学工

業段階の生産力に照応するｲ|弓産的識関係＝ﾈﾋ会的諸関係

に編成してゆく」ものとしての地域|)n発政筬や都市計iHji

などといった，公権力を背景とした公共政策を射程とし

た異議IIJし立て三１２体・抵抗主体とＬて，住民jili動が位ｌＩＷＬ

づけられることによるｌ似田貝，1981,ｐ・ｌ５１ｃ

さらに住民週勁を，異議申し立て主体・抵抗主体にと

どまらない，新しし､法・規範の形成主体として位置づけ

る視点が提起される。例えば，法学の視点から五十嵐が，

｢近代法」と「1M代法」という概念を提出して行ってい

る，住民運動・住民活動の位置づけが明確であるｌ五十

嵐，１()81]。「近代法」とは，地域開発政策や容積理論に

もとづく都市計111'１といった「建築｢1111」をI1j〔１１|｣とする法

であり，それに対して「現代法」とは，自治体行政にお

いて展開されたシピルミニマムや指導要綱，ＩＦ葱協逮な

どといった「建築不自[１１」を原則とする法であるとされ

る。五十嵐の「現代法」という概念に従えば，住民迩助

や住民活動は，「ｲ《自lzh」の原則が，局所的に，解放され

るための，法・規範の形成主体として位置づけられる。

しかし一方では，自治体の住民参加方式の整備とのl測

連から，住民迦1IHIについて「停洲」的という評価が提''１

される。ここでは，住民参加方式が住民運動の「吸収装

置」として性梢づけられる。それは，特に汁画立案段

階・政策決定段階において，議題が生産過程そのものに

係わる領域と切り離された住民参加方式に，運動団ｲｲ量を

排除する形でＩ１１Ｉｉ的な集ＩＪＩが参力ⅡしたI)，住lCliE動をlllL

開してきた運動団体自体が参加したりする場合といえよ

う。また，－力では，リサイクル活動や公Ijlj・集会施,謎

の管理などの'1治体と地域集団との共同活動といった，

事業実施段階における住民参加において，公共政策の」し

体的な決疋が腱ｌｌｌｌされ，必ずしiM11zWl}的ではないとする

論点が提起されているｌ似111貝，1983,19901゜

ここで，住民参加方式についての評価を慨I1Iiすれば，

行政}昌導によって地域集ﾄ１１が「連腱化」されている「lifi

体組織の「外延」部分や，｜吸定的ではあるが121治体組縦

に「内部化」された部分で実施ざ北〔いる([§比参加力式

が，自治体の組織の変革を展望しうるものであるかどう

楠 註

1）このような視点から，町1ﾉＩ会について，「地域住民

ルu織」という概念が用いられる場合があるが，玉Ｉｌｆ

和志は，「『本質的には』地域の共同防衛を射程に含

むが，当面は網羅性の高い共通問NLIの解決をⅡ的＝

した生活協力のために，素人である住民自身が組織

している|ｉｉｉ体」としている［玉野，1991]。

2）菊池美代志は，梛市化の進展に伴う新中間層の増加

を背最として，ｌｌ１Ｉ・内会の主な狐い手ｌｌ１によって煩型

化を行い，「伝統型地域flLlJ1｣，「''''111111層型池川I〔簾

トⅡ｣，「新中間層型地域集|｣i｣，「コミュニティ型地域

集団」という集ＩＪＩ類型を提起している［菊地，ｌ９７３

Ｐ,１４１１．

３）集団1ⅡIのネットワークに１１''十る先行研究としてはＨ１

中頭好・熊１１１俊ｌ１ｌｌの調査報(!ｆがある１ｍ中・熊''1,

19841『’’'1中心は，都Tlj化が必ずしNML城祉会の解

体を結采するものではなく，「再組繊化に向かう場
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|地域柄動］ １１常化→

清掃環境美化活動

リサイクル活動

その他の住民運動

住環境保全運動

緑化活動

環七公害反対運動

環境学習活動

行政要求

|地域集団］
市民生iAilll連団体

fwllIW戸！ 地域用体
体育団体

連動１，体

自然保護

環七公害反対

その他の運動

町内会

老人会

防犯協会

消防団

青年会

子供会

婦人会

福祉団体

□-…枠内の'i'体…'１鰺hll織が馴亙に…huしてい‘
－……２１１１体のilIi極的参加tlがlMlLLに重複参jⅡしている

資料「幹線道路の環境に関する住民愈織調査」（l989il畠12月）より

Ｉｘｌｌ都市環境をめぐる地域集団のネットワーク

と,図’のようなネットワークの形成がみいれる。

Ⅱ常的な地域活動に加えて非Ｈ常的な地域活動への

参加率の高い迎動団体lNIにおいてネットワーク（太

線枠内）が形成されている＿方，Ⅱ常的な地域活動

への参加率のi｢Iiい地域ＩＪＩ体'''1において（,ネットワー

ク（太線枠内）が形成されている。ざｆ,に，重要な

ファインディングスとして，ヴォランタリーな集団

（市民生活関連団体）が，双方のネットワークを媒

介する役將１１を果たす（淵Ⅱ線）位置に，従来から言わ

れてきた上述のネットワークとは別に，組織化され

つつあることである。この組織化されつつあると思

われる諸集卜Ⅱ（福祉会，ＰＴＡ，文化団体，子供会，

姉人会）ｌ土，一部分に非｢ＩｆＩｉｒ的な地域活動への参加

；#{の高いメンバーを含んでおり，運動川体とのネッ

トワーカーとしての小集ﾄⅡが形成されているのでは

ないかと考え「,れる。

6）ｌ横浜市民Ⅲ］婦人行政推進篭，1986］では，諸集団

の組織連関の様子について，「自主活動主導型」と

「上部組織iiIi1lilj連携型」とに分類を行っている。

7）住民参力Ⅱとの'''１述か｢'，「'胎体について組繊論的な

視角から考察している１，のとして，［田中，1988］を

参照。また''１中豊治I土，この中で，自治体内部の意

思決定過程を,計''''１立案段階，政策決定段階，事業

災施段階，総合評価段階としている。
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